
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第３１号 （平成２８年４月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8816 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆高倉健さんから佐々部監督が学んだ大切なこと◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、実は最近、年齢が５０を過ぎてから、物忘れという自覚 

症状があり、とくに“人の名前”が一瞬出てこなくなっています・・・（汗）。会話をして

いる中で「どこどこの会社の、あの人、あのー、だれだっけ？」と、その瞬間に出て 

こないことがあります。そのとき一生懸命思い出そうとするのですが、焦ってしまう 

せいか、よけいに名前が出てこず、もちろん出てくることもありますが、会話が終わ

って、全然関係のないときにふと思い出したり・・・（汗）。５０という年齢を過ぎて、 

そんな自覚症状があります・・・。 

話は変わりまして、先日、ご縁があって、福井県で行われたとあるイベントに、 

義理の兄である映画監督の佐々部をお繋ぎしました。そのイベントは、損害保険 

代理店業協会（北陸ブロック）というところが年に１回行う公開セミナーです。実は、

その協会に私が家族ぐるみでお付き合いのある方がいるのですが、セミナー講師

の選定（及び集客）に困っていました。そして、会話の中で「ヨネちゃんの義理の  

お兄さんの佐々部監督なんかに来てもらえたら最高なんだけど」と言われ、私から

佐々部の事務所の代表に問い合わせ、なんとかお繋ぎすることができました。 

イベント当日、佐々部監督が撮った映画を一本上映してから、８０分間の講演と

いうことで、私自身、これまで佐々部の講演を聴く機会がほとんどなかったのと、 

そのイベントが土曜日だったこともあって、私も福井まで行って来ました。そして、 

映画の上映と、それから講演も大盛況のうちに幕を閉じ、そして、 

そのまま懇親会に行くことになりました。 

私も、その懇親会に参加させてもらったのですが、そのとき  

佐々部からとっても興味深いお話を聞きました。 （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－０８１１ 神奈川県平塚市八重咲町７番３５号 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１６ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 佐々部「僕はこういう懇親会を含めて、必ず人の名前を覚えて、その  

名前で呼ぶように心掛けているんです。なぜ僕が人の名前を必ず覚えようとして 

いるかって言うと、それを教えてくれたのは、高倉健さんなんです」 

高倉健さんの映画「鉄道屋（ぽっぽや）」の撮影の時、佐々部はチーフ助監督とし

て、健さんと接する機会がそれなりにあったそうです。健さんレベルになると、スタッ

フも１００名以上になるそうですが、健さんはそこにいたスタッフの名前を必ずインプ

ットして、例えば「助監督さん」とか「音声さん」とか「美術さん」とか役割の名称では

絶対に呼ばず、必ず「佐々部助監督」とか「佐々部さん」とか、名前で呼ぶ方だった

そうです。また、健さんに限らず、人ができた俳優さん、女優さんというのは、必ず 

そうやって敬意を表して、まわりのスタッフを名前で呼ぶとのことでした。 

佐々部は、高倉健さんを尊敬しているので、監督という職業に就いても、どなた 

でも名前を覚えて、必ず名前で呼ぶということを通していると話して

くれました。なるほどなぁ、勉強になるなぁ、名前で呼ぶのは大事だ

なぁと思いつつ、どうすれば、名前を忘れずに済むのだろうかと 

終始考えながら佐々部監督の話を聞いておりました。 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた、最後までお読みいただきましてどうもありがとうございました！この

神奈中情報通信でも私とペアを組んでいる大森さん。私と年齢が近いので「実は、

名前を忘れてしまうこんな症状があって、オレどうしたんだろうなって思うことがあっ

て・・・」と打ち明けてみました。すると、大森さんは「いや、オレもある」とのこと（笑）。

これはやっぱり老化の一種なのかなぁと思いつつ、なんとかそれに歯止めをかける

方法はないものか、考えながら日々を過ごしております。米山 

大森 米山 


